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　音楽をイメージする能力と
　　読譜力・演奏技術の発達について

92515C　藤本真規子

はじめに
　我々が歌を歌ったり、楽器を演奏する場合に
楽譜を用いることが多い。それは、楽譜が音高、
音長、強弱といった音楽の要素を記号によって
視覚化したものであり、そのような要素に注意
を向けさせてくれるからである。私自身も音楽
を演奏するのに楽譜を用いることが多いが、な
かなか思うように演奏できない。何回も何回も
練習してやっと曲らしくなるという感じであ
る。しかしながら、初見ですらすらと音楽的に
演奏できる人がいる。なぜ、このような人たち
は初めて見る楽譜の曲を音楽的に演奏すること
ができるのだろうか。それは、読譜力や演奏技
術が普通の人より優れているためではないかと
考えられる。
　楽譜には音高、音長、強弱のような音楽の要
素が視覚的に記譜されているが、記譜された記
号を読み取るだけでは十分に読譜したとは言え
ない。たとえば、テンポの揺れ、ダイナミック
スの揺れ、フレージングのような微妙な要素は
　記譜されていないものである。これらの要素
を感じとり、音楽的にイメージできるかどうか
が読譜力や演奏技術の発達に関係してくると思
われる。
　そこで本研究では演奏者が楽譜から何を読ん
でいるのか。また、音楽的なイメージはどのよ
うな形で持たれているのか明らかにしたいと思
う。そして、ここで得られた結果をもとに、音
楽教育でどのような音楽経験をさせればよいか
考察したいと思う。

　　　第一章　研究仮説の形成　
第１節　楽譜について
　楽譜は音楽をある約束事（記譜法）に従って
記したものである。記譜法と一言で言っても時
代や地域社会によって異なっている。普遍的な
記譜法などはとうてい存在しないと考えられる
が、本論では、現在国際的に広く知られ、日本
の音楽教育でもかなりの位置を占めている五線
記譜法を取り上げたいと思う。
　五線記譜法が広く用いられるようになったの
は13世紀以後のことである。しかし、五線記譜
法のように水平の線を何本か引き、個々の音符
の高低を示す譜線譜は10世紀から使用されてい
た。線は１本のものから18本のものまであった
が、見やすさや楽曲の音域などの関係からグレ
ゴリオ聖歌の４本、13世紀以降のポリフォニー
音楽は５本のものが使用されるようになった。
ポリフォニー音楽の発展に伴い、各声部の動き
を表示する必要が出てきたため、12世紀末から
13世紀にかけてモーダル記譜法が使用された。
13世紀後半には、個々の音符の形状でその長短
を表すようになり、1336年頃から1450年頃まで
黒譜定量記譜法が、1450年頃から1600年頃まで
白譜定量記譜法が用いられた。14世紀のイタリ
アでは独自の定量譜が使用され、17世紀以降、
白譜定量記譜法と鍵盤楽器のための記譜法を
ミックスした記譜法が成立し、現代に至る。
　楽譜に視覚的に表されている音楽の要素には
音の高低、長短、強弱、音色がある。個々の音
の高低は音符と線の上下関係、長短は音符の形
状、強弱は記号によって示される。音色は楽器
の性能にあわせて具体的に五線の上部に表示さ
れる。個々の音が組み合わさったものが音楽の
３大要素として一般的にあげられる旋律、リズ
ム、和声である。
　旋律はメロディーの訳語であり、「節」「節回
し」に当たる。「音楽的な表現意図のもとに形づ
くられた高低の音の動き」注１と定義することが

 注１「音楽大事典　第３巻」平凡社　 P.1346
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ある。マーセルの言葉を借りると音楽は「言葉
のない詩、すなわち、音の詩」注５ である。詩が
言葉によって人間の感情を表しているのに対
し、音楽は音とリズムのパターンにより人間の
感情を表している。このようなパターンが外面
的に現れたものが楽譜である。読譜とは楽譜か
ら個々の音を読みとることではなく、意味のあ
るまとまった表現として音楽的パターンを読み
とることである。だから、読譜力とは楽譜に
よってどれだけ的確に音楽的パターン、すなわ
ち作曲家の意図した内容を読み取ることができ
るかである。
　読譜力を評価するにあたってスピードが問題
にされる。確かに読譜力のある人は読譜力のな
い人より楽譜を読むスピードが速い。しかしな
がら、ただ速く読めればいいのかと言えばそう
ではない。たとえば１分間に何小節読めたか
ら、この人は読譜力があるなどとは言えない。
問題は単なるスピードではなく、その音楽に
あったスピードなのである。その音楽にあった
スピードで楽譜を読むことで一層音楽の内容を
理解することができる。
　楽譜を用いない場合はともかく、楽譜を用い
て歌を歌ったり、楽器を演奏する際には読譜力
が必要になってくる。もし読譜力が不十分で作
曲家の意図した内容がわからないなら、演奏は
不確実なものになるであろう。良い演奏とは作
曲家の意図した内容を正確に表現する行為であ
るからである。
　良い演奏をする際に必要になってくるのは演
奏技術である。演奏技術は機械的、表面的な熟
練を指すのではない。本当の演奏技術とは「意
図された音楽的効果を、ある媒体手段によって
的確に表す能力」注６ である。つまり正しく楽器
や声をコントロールし、運動筋肉を働かせて、
音楽の内容を明確にし、そのメッセージを伝え
る能力である。
　演奏技術は無意識なドリルによって発達する
ものではない。音楽の内容を表現するための意
識的な目標を持つことが重要である。こうしよ
うという目標を意識した時が、最も良く私達の

できる。一連の楽音の縦のつながりを和声とす
るなら、横のつながりを旋律とすることができ
る。旋律からリズムを取り除くと単なる音高線
になってしまうので、旋律は音高線とリズムか
ら成ると考えられる。
　リズムは古代ギリシャ語のリュトモス
rhythmos（またはリュスモス rhysmos）に由来し
ている。リュトモスが「流れる」を意味する動
詞rheoに由来しているため、リズムは「規則的
な運動」と解釈される。しかし、リュスモスが
流れる運動の意味で使用されないことから、リ
ズムは「形」「形式」を意味しているとする説も
ある。リズムは音楽のさまざまな時間的関係を
示すために使われる言葉であり、時間に関し、
小さな部分をグループ化したり、時間的に大き
なまとまりを区分することであるといえる。
　和声は古代ギリシャ語のハルモニアに由来し
ており、それは「結合」を意味する。和声は
「種々の音高の諸音の同時的・垂直的な結合と、
その和音の水平的な進行」注２ を指す。和声的音
楽は、狭義には「18～19世紀ヨーロッパの調的
機能和声に支配されている音楽」注３ 、広義には
「音楽が純粋に単旋律で歌われることから一歩
進んで、これに何らかの異なる音が伴って現れ
る瞬間から和声的要素が加わったもの」 注４と定
義できる。
　楽譜はこのような音楽の要素を表している
が、全ての音楽要素を表すことはできない。例
えば、テンポの揺れ、ダイナミックスの揺れ、
フレージングといった微妙な音楽の要素は記譜
されていないものである。だから、楽譜は音楽
を扱う際に必ず必要なものというわけではなく
て、音楽的な理解を助ける有用な道具なのであ
る。
　
　第２節　読譜力と演奏技術について
　楽譜が全ての音楽要素を表していないなら、
楽譜に記されている要素を読みとるだけでは十
分に読譜できたとは言えない。記譜されている
要素だけでなく、記譜されていない要素を読み
とってはじめて読譜できたと言える。読譜を考
えるにあたって音楽とは何か考えてみる必要が

注２「音楽大事典　第５巻」平凡社　 P.2847
注３「音楽大事典　第５巻」平凡社　 P.2847
注４「音楽大事典　第５巻」平凡社　 P.2847

注５「音楽的成長のための教育」　J.L.マーセル著　美田節子訳　P.58
注６「音楽的成長のための教育」　J.L.マーセル著　美田節子訳　P.252
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体が反応する時である。このような目標を持
ち、そのための動きのパターンを運動筋肉に定
着させれば、演奏技術は発達するはずである。
　第１節の最後にも述べたように楽譜はあくま
で、音楽的理解を助けるための道具であって、
楽譜を用いなくても、聴き覚えで演奏すること
ができる。しかし、聴いただけでは覚えられな
いような難易度の高い曲は楽譜を用いることが
演奏の助けになると考えられる。

　第３節　音楽をイメージする能力について
　楽譜を用いて音楽を演奏する場合、ある処理
が演奏者の内面におこなわれている。それは、
楽譜から読み取った視覚的イメージをもとに、
音楽の聴覚的イメージを形成することである。
つまり、楽譜に記譜された音符と五線との関係
や音符の形状、記号などの視覚的イメージか
ら、さも実際の音が鳴っているかのように感じ
る聴覚的イメージを持つことである。聴覚的イ
メージには、音響的イメージと音楽的イメージ
がある。
　音響的イメージは音を音響としてとらえるイ
メージである。音は、振動、すなわち何かが前
後に動くことによってうまれる。音がある場所
で鳴り響くことによって音響がうまれる。全て
の音響は音高、音の大きさ、音色を持っている。
これらをとらえたものが音響的イメージであ
る。
　もし振動が周期的になれば、音楽的音響がう
まれる。人の話し声、機械の音、その他多くの
自然の音響などは非楽音的音響である。非楽音
的音響と音楽的音響の違いは、非楽音的音響が
「その場その場の周波数と周波数の振幅におい
て、瞬間ごとに、たえず変化している」注７
 のに対し、楽音的音響は「それなしでは旋律的
および和声的音楽が存在しえないような、一定
に保たれた周波数による音響（固定された音高
として聞こえる）からなる」注８ ことである。音
楽的音響が人間の耳で反応しうる振動数と強さ
で振動し、聞き手に伝達されるならば、音楽が
起こりうる。音楽的イメージは、音響を音楽、
つまり意味のある表現としてとらえたものであ

る。
　音楽を演奏するにあたっては、音響的イメー
ジのレベルを超えて、音楽的イメージのレベル
にまで到達することが望まれる。もし音楽的イ
メージを形成できれば、それを演奏で表すこと
が可能である。では音楽的イメージはどのよう
に形成されるのであろう。
　音楽的イメージが形成されたことを知るの
に、暗譜、初見、視唱が有効であると考えられ
る。これらはいずれも楽譜をもとに音楽の先を
予測するものである。例えば、ベートーヴェン
やモーツァルトなど才能ある音楽家は幼いとき
から初見や視唱の能力がすぐれていたことはよ
く知られていることである。また、「イディオ・
サヴァン（白痴天才）」と呼ばれる人々は、知能
は低いのに１回か２回聴いただけで曲を覚えて
しまう能力を持っている。このような人々は生
まれながらにして音楽的イメージを形成する能
力が優れていたと考えられる。
　しかし、普通まったく何もないところから聞
いたことのない音楽の音楽的イメージを形成す
ることはできない。音楽的イメージを形成する
ための手がかりが必要になってくると考えられ
る。つまり、楽譜を見て、その旋律的イメージ
や、リズム的イメージ、和声的イメージのよう
な音楽的イメージを形成するためにはそのよう
な要素がどのようなものであるか判断するため
の手がかりが必要になってくるのである。この
手がかりに当たるものは、認知心理学の用語で
ある「スキーマ」、ピアジェのいう「シェマ」で
ある。「もろもろの活動の構造ないしは組織、す
なわち、似たような種々の状況でこの活動が反
復されるたびに転移されたり一般化されるよう
な、構造ないし組織」注９ である。何かを理解し
たり、何かに成功したいとき、学習者は、自分
の中に蓄積された分類や系統化を用いる。そう
して、その対象に意味を付与したり、その対象
の特殊性に応じて、自分の分類や系統化を修正
するのである。　
　このスキーマのシステムを音楽の学習に当て
はめるなら、音楽をイメージする能力は、ス
キーマのあるなしに影響されるのではないだろ

注８「音楽行動の心理学」　ルードルフ.Eラドシー/デーヴィットボイ

注９「教育学大事典　第３巻」　第一法規　P.105

注７「音楽行動の心理学」　ルードルフ.Eラドシー/デーヴィットボイル‖共著　 徳丸良彦 /藤田芙美子 /北川純子‖共訳　 P.159　

ル‖共著 　徳丸良彦 /藤田芙美子 /北川純子‖共訳　 P.159
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うか。多くのスキーマを持つ学習者は、少しし
かスキーマがない学習者より音楽的にものを考
えるであろうし、楽譜から音楽をイメージする
能力も発達しているはずである。
　また、音楽をよりイメージできればできるほ
ど、音楽の内容をより理解できるのであるか
ら、それによっては読譜力や演奏能力も発達す
るのではないだろうか。ということは、音楽を
イメージする能力が発達すれば、読譜力や演奏
技術も発達するのではないだろうか。

 　第４節　仮説の形成
　第１節で、楽譜の要素として音楽の３大要素
の旋律、リズム、和声をあげたが、音楽的イ
メージを形成する場合、どれからイメージする
のであろうか。モノフォニー音楽やポリフォ
ニー音楽のように和声のない音楽があることか
ら、和声であるとは考えにくい。では旋律かリ
ズムのどちらかということになる。旋律が音高
線とリズムから成っていることから、リズムで
はないだろうかとも考えられるが、リズムだけ
を聴いても何の曲か推定するのは困難である。
逆に、旋律だけ聴いても何の曲か推定できるの
で、旋律はそれだけでも音楽的なまとまりを
持っていると考えられる。そこで次のような仮
説をたてた。
　第１仮説　旋律から音楽的イメージを形成す
るのではないか。
　
　第３節で、多くのスキーマを持つ学習者ほど
音楽をイメージする能力が発達しているのでは
ないかということを述べた。もし、旋律から音
楽的イメージを形成するならば、多くのスキー
マを持つ学習者ほどその旋律における和声やリ
ズムのイメージを形成しやすいのではないかと
考えられる。そこで次のような仮説をたてた。
　第２仮説　旋律に感じる和声やリズムのイ
メージは、スキーマのあるなしで個人差がある
のではないか。
　
　音楽をイメージする能力が発達すれば、読譜
力や演奏能力も発達するのではないかと考え
た。また、多くのスキーマを持つ学習者ほど音
楽をイメージする能力が発達しているのではな
いかと考えた。そこで次のような仮説をたて

た。
　第３仮説　読譜力や演奏技術が発達するには
多くのスキーマが必要なのではないか。
　
　なお、本論ではスキーマのあるなしを考える
のに音感の違いを例に挙げてみたいと思う。音
感には絶対音感と相対音感がある。絶対音感は
基準の音が与えられなくても、特定の音の高さ
がわかる。相対音感は特定の音の高さはわから
ないが、基準の音が与えられれば、その音と他
の音から音楽的意味を見いだすことができる。
絶対音感は、幼いときに音楽的な教育を受けれ
ば、自然に身につくことが多いが、成人してか
らは訓練しても身につかない。つまり、絶対音
感保持者は相当の音楽的訓練を受けているはず
である。そういった意味で絶対音感保持者は音
楽に関するスキーマを持っているのではないか
と考えられる。しかし、音楽をまとまった表現
として見るという点では、個々の音がわかる絶
対音感保持者より、相対音感保持者の方が多く
のスキーマを持っているとも考えられる。いっ
たいどちらなのだろうか。このようなことも含
め、演奏者が楽譜から何を読んでいるのか。ま
た、音楽的イメージはどのような形でもたれて
いるのか考察したい。

　　　第二章　実験
第１節　実験の目的
　これまで述べたように、楽譜を見て演奏する
際には音楽的イメージを形成することが必要で
ある。音楽的イメージを形成する能力が発達す
れば、読譜力や演奏技術も発達するのではない
かと考えられる。では、音楽的イメージはどの
ように形成されるのだろうか。
　楽譜の要素である旋律、リズム、和声をあげ
た場合、音楽的なまとまりを持つという点から
旋律から音楽的イメージを形成するのではない
かと考えられる。また、音楽的イメージの形成
の手がかりになるのがスキーマであると考えら
れるが、これのあるなしで旋律に感じる和声や
リズムのイメージは個人差があるだろうと推測
される。もしそうならば、多くのスキーマを
持っている人ほど音楽的イメージを形成できる
であろうし、読譜力や演奏技術も発達している
のではないかと考える。
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　そこで、本論ではスキーマのあるなしを考え
るのに音感の違いを例に挙げて実験を行うこと
で、演奏者が楽譜から何を読んでいるか。また、
音楽的イメージがいかにして持たれているか考
察していきたい。そして、読譜力や演奏技術の
発達に必要な能力を明らかにするとともに、得
られた結果をもとに音楽教育でどのような音楽
経験をさせればいいのか考えていきたいと思
う。

第２節　実験の仮説
　第１仮説　旋律から音楽的イメージを形成す
るのではないか。
　第２仮説　旋律に感じる和声やリズムのイ
メージは、スキーマのあるなしで個人差がある
のではないか。
　第３仮説　読譜力や演奏技術が発達するには
多くのスキーマが必要なのではないか。

第３節　実験の方法
　問題A　被験者にある演奏を聴かせ、３つの
楽譜の中からその演奏に最もあっていると思う
楽譜を選ばせる。楽譜はブルグミュラー練習曲
集やソナチネアルバム、ヤマハグレードテスト
などから選出し、それぞれの楽譜につき、ある
１要素を変更した楽譜を２つ作成する。変更し
た楽譜はもとの楽譜に近いものと全く異なるも
のである。問題は旋律に関して、高低１問、長
短２問、強弱３問、音域１問、フレーズ２問の
９問、リズムに関して、テンポ３問、リズム１
問、拍子３問の７問、和声に関して４問の全２
１問から構成される。なお、問１として音感に
関する問題を入れ、その回答によって被験者を
分類する。　
　
　問題B　被験者にある楽譜を提示し、３つの
演奏の中からその楽譜に最もあっていると思う
演奏を選ばせる。演奏はブルグミュラー練習曲
集やソナチネアルバム、ヤマハグレードテスト
などから選出した楽譜をもとに作成する。それ
ぞれの楽譜につき、ある１要素に関して異なる
演奏を３つ作成する。その演奏はその楽譜に最
もあっているもの、近いもの、全く違うものの
３つである。問題は旋律に関して、高低２問、
長短２問、強弱３問、音域１問、フレーズ２問

の９問、リズムに関して、テンポ３問、リズム
１問、拍子３問の７問、和声に関して４問の全
２１問から構成される。

　刺激音は、Macintosh Powerbook520cの中のソ
フトBallade に標準MIDI ファイル形式で作成
し、それを説明のアナウンスとともにProducer
に編集し直し、MIDI音源で再生したものをカ
セットテープに録音する。
　楽譜は、Macintosh Powerbook520cの中のソフ
トmosaicで作成する。

　調査日時…………１９９５年１２月６日～１
２月８日
　調査対象…………兵庫教育大学学生　３８名

【実験楽譜】
楽譜と演奏に関する調査

　これから楽譜と演奏に関する調査を行いま
す。問題はAとBの２種類あります。

　問題A
    今からある曲が演奏されます。楽譜を見て
１、２、３、の３つの楽譜の中からその演奏に
最もあっていると思う楽譜の番号を選んで下さ
い。わからなかった場合は４を記入して下さ
い。問題は２１問あります。

　問１

1  l& 24 l l  
/

Ï Ï Ï Ï# Ï Ï Ï_ Ï Ï Ï# Ï Ï Ï

2  l& b 24 l l  
/

Ï Ïb Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ïb Ïn Ï Ï Ï

3  l& # # 24 l l  
/

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
　問２

1  l& # # 44 l l l /

Ïj Ï . ÏJ Ï_. ÏJ Ïb Ï_ Ï__ Ï_ Ï_. ÏJ Ïb Ï Ï Ïb Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Î ·
2  l& # # 44 l l l /

Ïj Ï . ÏJ Ï_. ÏJ Ï Ï_ Ï__ Ï_ Ï_. ÏJ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Î ·
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3  l? b 44 l l l /

Ïj Ï . ÏJ Ï_. ÏJ Ï Ï_ Ï__ Ï_ Ï_. ÏJ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Î
問３

1  l& 44  
/

Ï__j Ï__.> Ï. Ï. Ï. Ï Ï Ï Ï Ï__j Ï__.> Ï. Ï. Ï. Ï Ï Ï Ï

2  l& 44  
/

Ï__j Ï__> Ï. Ï. Ï. Ï Ï Ï Ï Ï__j Ï__> Ï. Ï. Ï. Ï Ï Ï Ï

3  l& 44  
/

Ï__k Ï__K> Å ÏK Å ÏK Å ÏK Å Ï Ï Ï Ï Ï__k Ï__K> Å ÏK Å ÏK Å ÏK Å Ï Ï Ï Ï

問４

1  l& # 68 l l l  /ÏJ Ï Ï# Ï Ïb ÏJ Ï. Ï.b Ï. Ï ÏJ Ï.b Ï. Ï. Ïb Ï Ïb Ï. Ï. Ï. Ï

2  l& # 68 l l l  /ÏJ Ï Ï# Ï Ïb ÏJ Ï. Ï.b Ï. Ï ÏJ Ï.b Ï. Ï. Ïb Ï Ï.b Ï. Ï. Ï. Ï

3  l& # 68 l l l  /ÏJ Ï Ï# Ï Ïb ÏJ Ï. Ï.b Ï. Ï ÏJ Ï.b Ï. Ï. Ïb Ï Ï. . .b Ï. Ï. Ï. Ï
問５

問６

1  l& # 34 l l  /Ï .n Ï Ï_ Ï Ï Ï Ï Ï
S

Ï
S
# Ï

S Ï . Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

2  l& # 34 l l  /Ï .n Ï Ï_ Ï Ï Ï Ï Ï Ï
S
# Ï

S Ï . Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

3  l& # 34 l l  /Ï .n Ï Ï_ Ï Ï Ï Ï Ï Ï# Ï
S Ï . Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

問７

1  
/? 44 Ï_# Ï_ Ï_ Ï_

Sp
Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_n Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_

2  
/? 44 Ï_# Ï_ Ï_ Ï_

S p
Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_n Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_

3  
/? 44 Ï_# Ï_ Ï_ Ï_

Sp
Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_n Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_ Ï_

問８

1  l& b 68 l  /Ï Ï Ï Ï# Ï Ï Ï Ï Ï_ Ï__# Ï Ï_ Ï

2  l& b 68 l  /Ï Ï Ï Ï# Ï ÏÃ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,-Ï Ï Ï_ Ï__# Ï Ï_ Ï

2

 poco a poco dim.  l l& 24 l llll
lll& 24 lll

lll ?  l l& l l /lll
lll? lll

lll
/

/

/

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
·

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏj ä ÏÏj ä

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏ_j
p ä Î

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏJ ä ÏÏJ ä

ÏJ ä ä Ï Ï
ÏÏJ ä Î

Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏJ ä ÏÏJ ä

Ï__J ä Î
ÏÏJ ä Î

3

 poco a poco dim.  l l& 24 l llll
lll& 24 lll

lll ?

l l& l l /lll
lll? lll

lll
/

/

/

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
·

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏj ä ÏÏj ä

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏ_j
p ä Î

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏJ ä ÏÏJ ä

ÏJ ä ä Ï Ï
ÏÏJ ä Î

Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏJ ä ÏÏJ ä

Ï__J ä Î
ÏÏJ ä Î

1

 poco a poco dim.  l l& 24 l llll
lll& 24 lll

lll ?

l l& l l /lll
lll? lll

lll
/

/

/

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
·

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏj ä ÏÏj ä

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏ_j
p ä Î

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏJ ä ÏÏJ ä

ÏJ ä ä Ï Ï
ÏÏJ ä Î

Ï Ï Ï Ï Ï Ï
ÏÏJ ä ÏÏJ ä

Ï__J ä Î
ÏÏJ ä Î
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3  
l& b 68 l

 
/

Ï__ Ï Ï_ Ï__# Ï Ï_Ã,,,- Ï_ Ï___ Ï____ Ï_____# Ï___ Ï____ Ï___

問９

1  l& 44 l l l  
/

Ï Ï Ï . ÏJ Ï . ÏJ ú Ï Ï Ï . ÏJ Ï Ï ú . Î

2  l& 44 l l l  
/

Ï Ï Ï . ÏJ Ï . ÏJ ú Ï Ï Ï . ÏJ Ï Ï ú . Î

3  l& 44 l l l  
/

Ï Ï Ï . ÏJ Ï . ÏJ ú Ï Ï Ï . ÏJ Ï Ï ú . Î
問１０

1  l& 22 l  
/

ä Ï__# Ï__ Ï__ Ï_ Ï_ Ï Ï# Ï Ï Ï Ï£ £ £ £ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï#£ £ Ï Î î

2  l& 22 l  
/

ä Ï__# Ï__ Ï__ Ï_ Ï_ Ï Ï# Ï Ï Ï Ï£ £ £ £ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï#£ £ Ï Î î

3  l& 22 l  
/

ä Ï__# Ï__ Ï__ Ï_ Ï_ Ï Ï# Ï Ï Ï Ï£ £ £ £ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï#£ £ Ï Î î
問１１

1

dim.

 l? bb 24 l l  
/

& b
ÏÏn Ï ÏÏ# Ï ÏÏn Ï ÏÏ# Ï ÏÏn Ï ÏÏ Ï ÏÏn ä

2

smorzando

 l? bb 24 l l  
/

& b
ÏÏn Ï ÏÏ# Ï ÏÏn Ï ÏÏ# Ï ÏÏn Ï ÏÏ Ï ÏÏn ä

3  l? bb 24 l l  
/

ÏÏn Ï ÏÏ# Ï ÏÏn Ï ÏÏ# Ï ÏÏn Ï ÏÏ Ï ÏÏn ä

問１２

1

r i t. a  tempo

 
l& 24 l l l l /

&
Ï Ï Ï ä Ï Ï Ï ä Ï_Ï Ï ä Ï Ï Ï ä Ï___ Ï___ Ï__ Ï__# Ï___ Ï__ Ï__n Ï_ Ï__ Ï__

2

r a l l. a  tempo

 
l& 24 l l l l

 
/

Ï Ï Ï ä Ï Ï Ï ä Ï_Ï Ï ä Ï Ï Ï ä Ï___ Ï___ Ï__ Ï__# Ï___ Ï__ Ï__n Ï_ Ï__ Ï__

3

acell. a  tempo

 
l& 24 l l l l /

Ï Ï Ï ä Ï Ï Ï ä Ï_Ï Ï ä Ï Ï Ï ä Ï___ Ï___ Ï__ Ï__# Ï___ Ï__ Ï__n Ï_ Ï__ Ï__

問１３

Andante1  l& 44 l l /

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï__ Ï_ Ï Ï Ï__ Ï_ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

Andantino2  l& 44 l l /

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï__ Ï_ Ï Ï Ï__ Ï_ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

Allegro moderato3  l& 44 l l /

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï__ Ï_ Ï Ï Ï__ Ï_ Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï
問１４

1  l& 44 l l  
/

Ï Ï . Ï Ï Ï Ï Ï . Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï_ Ï ú Ï_ Î

2

 

 l& 44 l l /
Ï Ï . Ï Ï Ï Ï Ï . Ï Ï . Ï Ï Ï Ï . Ï Ï Ï Ï_. Ï ú Ï_ Î

3  l& 44 l l /

Ï Ï . Ï Ï Ï Ï Ï . Ï Ï ä Ï£ Ï Ï Ï ä Ï Ï Ï Ï_ ä Ï£ £ ú Ï_ Î

問１５

1  l& b 24 l l l  
/Ï_ Ï Ï Ï Ïj ä Ï Ï Ïj Ïj Ï Ï Ï_j ä Î

2  l& b 34 l  
/Ï_ Ï Ï Ï Ïj ä Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï_j ä Î

3  l& b 44  
/Ï_ Ï Ï Ï Ïj ä Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï_j ä

問１６

q = 1201

  l l& # 44 l l
 

/lll
lll? # 44 lll

lll
/

/

/

ú ú_
ÏÏ Ï_ ÏÏ Ï_

ú_ ú__
ÏÏ_ Ï_ ÏÏ_ Ï_

ú_ ú
ÏÏ Ï_ ÏÏ Ï_

w_
ÏÏ_ Ï_ ÏÏ_ Ï_

q = 602

  l l& # 44 l l
 
/lll

lll& # 44 lll
lll

/

/

/

ú ú_
ÏÏ Ï_ ÏÏ Ï_

ú_ ú__
ÏÏ_ Ï_ ÏÏ_ Ï_

ú_ ú
ÏÏ Ï_ ÏÏ Ï_

w_
ÏÏ_ Ï_ ÏÏ_ Ï_
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3 q = 60

  l l& # 24 l l
 

/lll
lll? # 24 lll

lll
/

/

/

Ï Ï_
ÏÏ Ï_ ÏÏ Ï_

Ï_ Ï__
ÏÏ_ Ï_ ÏÏ_ Ï_

Ï_ Ï
ÏÏ Ï_ ÏÏ Ï_

Ï_
ÏÏ_ Ï_ ÏÏ_ Ï_

問１７

1

  l l& # 34 l l llll
lll? # 34 lll

lll
lll

l l& # l l
 
/lll

lll? # lll
lll

/

/

/

ú Ïúúú_ ÏÏÏ_
ú Ï
úúú_ ÏÏÏ_

ú Ïúúú_ ÏÏÏ_
ú Ï
úúú_ ÏÏÏ_

Ï Ï Ï
úúú__ ÏÏÏ__

ú_.
úúú__ ÏÏÏ__

Ï Ï Ï
úúú_ ÏÏÏ_

ú_ Îúúú_ ÏÏÏ_

2

  l l& # 68 l l
 

/lll
lll? # 68 lll

lll
/

/

/

Ï ÏJ Ï ÏJ
ÏÏÏ_ ÏÏÏ_J ÏÏÏ_ ÏÏÏ_J

Ï ÏJ Ï ÏJ
ÏÏÏ_ ÏÏÏ_J ÏÏÏ_ ÏÏÏ_J

Ï Ï Ï Ï_.
ÏÏÏ__ ÏÏÏ__J ÏÏÏ__ ÏÏÏ__J

Ï Ï Ï Ï_ ä
ÏÏÏ_ ÏÏÏ_J ÏÏÏ_ ÏÏÏ_J

3

  l l& # 68 l l
 

/lll
lll? # 68 lll

lll
/

/

/

Ï ÏJ Ï ÏJ
ÏÏÏ_J ä ÏÏÏ_J ÏÏÏ_J ä ÏÏÏ_J

Ï ÏJ Ï ÏJ
ÏÏÏ_J ä ÏÏÏ_J ÏÏÏ_J ä ÏÏÏ_J

Ï Ï Ï Ï_.
ÏÏÏ__J ä ÏÏÏ__J ÏÏÏ__J ä ÏÏÏ__J

Ï Ï Ï Ï_ ä
ÏÏÏ_J ä ÏÏÏ_J ÏÏÏ_J ä ÏÏÏ_J

問１８

1

  l l& 24 l l llll
lll? 24 lll

lll
lll

l l& l l
 

/ lll
lll? lll

lll
/

/

/

Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï_ Ï_

úúú
Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï Ï Ï
úúú

Ï
úúú#

2

  l l& 24 l l llll
lll? 24 lll

lll
lll

l l& l l
 

/  lll
lll? lll

lll
/

/

/

Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï_ Ï_

úúú
Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï Ï Ï
úúú

Ï
úúú

3

  l l& 24 l l llll
lll? 24 lll

lll
lll

l l& l l
 

/  lll
lll? lll

lll
/

/

/

Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï_ Ï_

úúú
Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï Ï
úúú

Ï Ï Ï
úúú

Ï
úúú

問１９

1

  l l& 44 l
 

/ lll
lll? 44 lll  

/

/

/

úúú_ úúú__ú ú úúú__ úúú__ú ú
www__w

 

2  l l& 44 l
 

/ lll
lll? 44 lll  

/

/

/

úúú_ úúú__ú ú úúú__ úúú__ú ú
www__w

3

  l l& 44 l
 

/ lll
lll? 44 lll  

/

/

/

úúú_ úúú__ú ú úúú__ úúú__ú ú
ww__w

問２０

1

  l l& 44 l
 

/ lll
lll? 44 lll  

/

/

/

úúú úúú
ú ú

úúú úúú
ú ú www

w

2

  l l& 44 l
 

/ lll
lll? 44 lll  

/

/

/

úúú úúú
ú ú

úúú úúúú
ú ú www

w

3

  l l& 44 l
 

/ lll
lll? 44 lll  

/

/

/

úúú úúú
ú ú

úúú úúú
ú ú ww

w
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問２１

1

  l l& # 44 l
 

/ lll
lll? # 44 lll

/

/

/

úúú úúú
ú ú

úúú úúúú_
ú ú

ww
w

2

  l l& # 44 l
 

/ lll
lll? # 44 lll  

/

/

/

úúú úúú
ú ú

úúú úúú
ú ú

www
w

3

  l l& # 44 l
 

/ lll
lll? # 44 lll  

/

/

/

úúú úúú
ú ú

úúú úúúú_
ú ú

ww
w

問題B
楽譜を見て下さい。１つの楽譜につき１、２、
３、の３つの曲が演奏されます。楽譜に最も
あっていると思う演奏の番号を選んで下さい。
わからなかった場合は４を記入して下さい。問
題は２１問あります。

問１  l& bbb 68 l l  
/

Ï Ïj Ï Ïj Ï Ïj Ï . ÏJ ÏJ ÏJ ÏJ ÏJ ÏJ Ï ÏJ Ï .
問２  l& b 44 l l l  

/

Î Ï_ Ï . Ïj Ï Ïj ÏJ ú . ÏJ Ïj ú Ï . ÏJ ú . Î
問３  l& # # 44 l l  

/

Ï. Ï. Ï Ï Ï Ï. Ï. Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï. Ï. ú
問４  l& b 24  

/

Å ÏÏ__K . Å ÏÏ_K .n# Å ÏÏ__K . Å ÏÏ_K . Å ÏÏ_K .bn Å ÏÏ_K .# Å ÏÏ_K . Å ÏÏK .

問５  l& b 24 l l l l  /
&

ÏF Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï_ Ï_ Ï__ Ï__ Ï__ Ï__ Ï___ Ï___ Ï___ ÏÏff
ÏÏ úú

問６  l& bbb 44  
/

& b
Ï__ Ï Ï Ï Ï_ Ï Ïn Ï ÏJ ä ÏÏf

ÏÏ ÏÏp
ÏÏ

問７  l& 24 l l  /Ï_ Ï_ Ï__ Ï__# Ï__
S

Ï__ Ï__n Ï_ Ï_ Ï Ï_ Ï_ Ï Ï# Ï_ Ï Ï Ï

問８

 
 l l& 44 l l l  /lll

lll? 44 lll
lll

lll
/

/

/

Î Ï
·

ú Ï Ï Ï Ï
Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

Ï ú Ï Ï
Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

ú Ï Ï# Ï Ï
Ï Ï_ Ï Ï_ Ï Ï_ Ï Ï_

ú Ï Î
Ï Ï__ Ï_ Ï__ Ï Ï_ Ï Ï__

問９  l& # # # 44 l l  
/

Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï ú
問１０  

l& # # 34 l l
 

/

 Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï_ Ï Ï_ Ï__ Ï__ Ï Ï Ï__ Ï__ Ï__ ú__

問１１

Allegretto  l& # 34 l l l /

Ï Ï Ï Ï . Ï Ï Ï Ï . Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï Ï

問１２

cresc.  ed  acell.

 l& 38 l  
/

ÏÏ. ÏÏ. ÏÏ. ÏÏ. ÏÏ_. ÏÏ. ÏÏ__. ÏÏ__. ÏÏ. ÏÏ. ÏÏ_. ÏÏ.Ã,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,-ÏÏÏÏ__J .g ÏJ .g
S

ä

問１３

poco rit.

 l& b 34 l l  /ä Ï Ï_ Ï Ï Ï Ï_. ÏJ Ï Ï Ï Ï . ÏJ ú .

問１４

  l l& b 34
 

/ lll
lll& b 34

 
/

/

/

Ï Ïn Ï#
Ï Ï_ Ï__ Ï Ï_n Ï__ Ï Ï Ï__

£ £ £
ú
ä Ï Ï_ Ï£
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問題構成内容（問題A）
正解…○、正解に近い…△、不正解…×

楽譜１ 楽譜２ 楽譜３

問２ × △ ○

高低
ヘ音記号→ト音記号・G
音に♭

ヘ音記号→ト音記号 ヘ音記号

問３ ○ × △

長短
８分音符・スタッカート
あり

８分音符・スタッカートな
し

１６分音符・スタッカート
なし

問４ △ ○ ×

長短 ４小節目　スラー
４小節目　スラー・スタッ
カート

４小節目　スタッカート

問５ × ○ ×

強弱
終わり２小節　クレッシ
ェンド

終わり２小節　デクレッシ
ェンド

終わり２小節　デクレッシ
ェンド→　クレッシェンド

問６ ○ × ×

強弱
２小節目　スフォルツァ
ンド　３個

２小節目　スフォルツァン
ド　２個

２小節目　スフォルツァン
ド　１個

問７ ○ △ ×

強弱 スフォルツァンドピアノ スフォルツァンド→ピアノ ピアノ→スフォルツァンド

問８ × ○ △

音域 １オクターブ下 すべて8vaで表示
一部8vaで表示　・一番高
い音が異なる

問９ ○ △ ×

フレーズ
最初のフレーズ　３小節
目E音まで

最初のフレーズ　３小節目
最初のG音まで

最初のフレーズ　２小節目
G音まで

問１０ ○ △ ×

フレーズ
2番目のフレーズ　2小節
目E音から３小節目G音ま
で

2番目のフレーズ　2小節目
A音から３小節目G音まで

2番目のフレーズ　2小節目
A音からA音まで

問１１ △ ○ ×

テンポ dim.表示 smorzando表示 表示なし

問１２ △ ○ ×

テンポ rit. rall. acell

問１３ × × ○

テンポ Andante Andantino Allegro moderato

問１４ × ○ △

リズム ２、３小節目　８分音符 ２、３小節目　付点音符 ２、３小節目　三連符

問１５ ○ × △

拍子 ４分の２拍子 ４分の３拍子 ４分の４拍子

問１６ ○ × △

拍子 ４分の４拍子 ＝１２０ ４分の４拍子 ＝６０ ４分の２拍子 ＝６０

問１７ × ○ △

拍子 ４分の３拍子　 ８分の６拍子
８分の６拍子　下段　４分
音符を８分音符に

問１８ ○ △ ×

和声 下段最後　イ長調1の和音
　

下段最後　イ短調1の和音　 下段最後　ハ長調1の和音

問１９ ○ × △

和声 1 →2y→1r→5→1 1rの第五音を長二度上げる 最後の1の上のC音を省略

問２０ △ ○ △

和声 5u のH音を省略 1 →4 →2 →5u →1 5u の上のG音を省略

問２１ △ ○ △

和声 5u の上のC音をD音に・A
音追加

1 →1y →2 →5u →1 最後の1の上のG音を省略

問１５

q = 96
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Ï ÏJ Ï .
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問２０
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問２１

  l l& 44 l
 

/ lll
lll? 44 lll
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問題構成内容（問題B）

演奏１ 演奏２ 演奏３

問１ × × ○

高低 ハ長調 変ホ長調 ヘ長調

問２ ○ △ ×

高低 ト音記号 ト音記号→ヘ音記号 B音→H音

問３ ○ × △

長短
１、２小節目　スタッカ
ート

１、２小節目　スタッカー
トテヌート

１、２小節目　テヌート

問４ △ × ○

長短
１６分音符・スタッカー
トなし

８分音符・スタッカートな
し

１６分音符・スタッカート
あり

問５ ○ △ ×

強弱
クレッシェンド→フォル
ティシモ

変わらずフォルテ
クレッシェンド→メゾフォ
ルテ

問６ ○ △ ×

強弱
２小節目　フォルテピア
ノ

２小節目　デクレシェンド
２小節目　変わらずフォル
テ

問７ ○ × △

強弱
２小節目　スフォルツァ
ンド

２小節目　メゾピアノ ２小節目　フォルティシモ

問８ △ ○ ×

音域 下段　１オクターブ下 下段　音域に変更なし 下段　１オクターブ上

問９ × ○ △

フレーズ
３小節目スラー　最後の
A音まで

３小節目スラー　１番目のE
音まで

３小節目スラー　　Fis音
まで

問１０ ○ △ ×

フレーズ
３小節目スラー　１番目
のCis音まで　

３小節目スラー　３小節最
後まで　

３小節目スラー　４小節１
番目のD音まで　

問１１ × ○ △

テンポ ＝８４ ＝１４４ ＝１６９

問１２ × ○ △

テンポ ＝７９→　 ＝３３ ＝７９→　 ＝１２３ 変わらず ＝７９

問１３ ○ △ ×

テンポ ＝１１９→ ＝５９ ＝１１９→ ＝２０ ＝１２１→ ＝１９６

問１４ ○ △ ×

リズム 三連符 ＝１２０　 三連符 ＝６０　
三連符 ＝１２０→ ＝６
０

問１５ × ○ △

拍子 ４分の２拍子 ＝４８
　

４分の４拍子 ＝１９２ ４分の２拍子 ＝９６

問１６ × ○ △

拍子 ４分の３拍子 ８分の６拍子
４分の３拍子　下段の２分
音符を４分音符に

問１７ △ △ ○

拍子 ４分の４拍子 ４分の２拍子 ４分の３拍子

問１８ △ ○ ×

和声 下段最後　イ長調1の和
音　

下段最後　イ短調1の和音　 下段最後　ハ長調1の和音

問１９ ○ △ △

和声 5 →1y  →7 →1
7のFis音を１オクターブ
下に・C音を省略

1y  にG音を追加・1のG音を１
オクターブ上げる

問２０ △ △ ○

和声 2yを4に 5uのFis音を省略 1 →2y →1r →5u →1

問２１ △ ○ △

和声 4yを4に・1rのD音をH
音に

4 →1r →4y →5y →1 4yにG音追加

　　第三章　実験結果とその考察

第１節　分析方法　
　まず、問題Aの問１を１または３と答えた者
をAグループ、２と答えた者をBグループ、４
と答えた者をCグループに分類し、それぞれの
グループを絶対音感保持者、相対音感保持者、
その他とみなした。問題Aの問１はドイツ民謡
の「ちょうちょう」を一部編曲し変ロ短調で演
奏したものを被験者に聞かせた。しかし、回答
するために用意された楽譜はハ長調のもの、ヘ
短調のもの、ニ長調のものの３つであり、演奏
と全く同じ音を表したものがない。ただし、そ
の演奏を移調したものが１つだけ用意されてい
る。その楽譜の番号が２である。もし、相対音
感を保持している者なら、実際に演奏された音
を移調した楽譜２を迷わず選ぶことができる。
しかし、絶対音感を保持していれば、実際に演
奏された音を表した楽譜がないため、どれが答
えかわからず、４と答えるはずである。１また
は３と答えた者は絶対音感保持者でもなけれ
ば、相対音感保持者でもないその他の者であ
る。
　次に小問ごとに正解２点、正解に近いもの１
点、不正解または回答４を０点とし、問題Aが
満40点、問題Bが満42点となるよう点数化し、
分析した。分析は、①全被験者の問題Aの総合
得点の平均点と問題Bの総合得点の平均点の差
を見るためのt 検定、②問題Aと問題Bそれぞ
れの総合得点のグループごとの平均点の差を見
るための分散分析、③小問ごとのグループによ
る平均点の差を見るための分散分析、④旋律、
和声、リズムのカテゴリー別のグループによる
平均点の差を見るための分散分析を行った。今
回の分析では、Macintosh Powerbook520cを使用
し、Microsoft Excel Ver.5.0.により、すべての演
算を行った。
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第２節　分析結果とその考察

①全被験者の問題Aの総合得点の平均点と問題
Bの総合得点の平均点の差を見るための t 検定

問題A・問題B　 t-検定

問題A 問題B
平均 25.9473684 28.4210526

分散 37.8890469 23.9260313

観測数 38 38

プールされた分散 30.9075391

仮説平均との差異 0

自由度 74

t -1.9394958

P(T<=t) 片側 0.02812646

t 境界値 片側 1.66570771

P(T<=t) 両側 0.05625291

t 境界値 両側 1.99254373

　全被験者の問題Aと問題Bそれぞれの総合得
点の平均点の t 検定を行った。その結果、P（T
＜＝ t）片側の値は0.028、P（T＜＝ t）両側の
値は0.056となり、５％水準で有意差があるこ
とが確かめられた。問題Aの平均点25.947と問
題Bの平均点28.421には差があり、問題Bの平
均点のほうが問題Aの平均点より高いといえ
る。　同じ被験者なのに、問題Aと問題Bの総
合得点の平均点が異なっていたということは、
問題Aと問題Bは、別の種類の問題であるとい
うことができる。

②問題Aと問題Bそれぞれの総合得点のグルー
プごとの平均点の差を見るための分散分析

問題A
分散分析

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 224 22.4 49.6

B 20 522 26.1 29.88421053

C 8 240 30 18.57142857

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 257.694737 2 128.847368 3.941319607 0.02859331 3.26741656

グループ内 1144.2 35 32.6914286

合計 1401.89474 37

問題B
分散分析

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 282 28.2 10.177777

B 20 570 28.5 23

C 8 228 28.5 50.8571428

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.66315789 2 0.33157895
0.01311922

1 0.98697131 3.26741656

グループ内 884.6 35 25.2742857

合計 885.263158 37

　グループごとの平均点の分散分析の結果、問
題Aのグループごとの平均点のP値は0.028に
なり、５％水準で有意差が認められたが、問題
Bのグループごとの平均点のP値は0.986とな
り、有意差は認められなかった。問題Aは、A
グループの平均点が22.4、Bグループの平均点
が26.1、Cグループの平均点が30となり、Cグ
ループの平均点が最も高いということができ
る。問題BはAグループの平均点が28.2、Bグ
ループの平均点が28.5、Cグループの平均点が
28.5となるが、グループごとの平均点に差は認
められないことになる。
　問題Aにグループごとの平均点に差がでたの
に、問題Bにグループごとの平均点に差がでな
かったということは、問題Aはこのグループ分
けが有効な問題であったが、問題B はこのグ
ループ分けが有効でない問題であったと言え
る。

③小問ごとのグループによる平均点の差を見る
ための分散分析

問題A　問２

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 12 1.2 0.844444444

B 20 24 1.2 0.905263158

C 8 15 1.875 0.125

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 2.87763158 2 1.43881579 1.961384718 0.1558208 3.26741656

グループ内 25.675 35 0.73357143

合計 28.5526316 37
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問題A  問 ３

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 9 0.9
0.76666666

7

B 20 26 1.3
0.85263157

9

C 8 9 1.125
0.98214285

7

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.07763158 2 0.53881579
0.62914270

7 0.53896885 3.26741656

グループ内 29.975 35 0.85642857

合計 31.0526316 37

問題A  問４ 　

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 10 1
0.88888888

9

B 20 17 0.85
0.97631578

9

C 8 16 2 0

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 7.79210526 2 3.89605263
5.13603925

1 0.01107027 3.26741656

グループ内 26.55 35 0.75857143

合計 34.3421053 37

問題A  問5

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 6 0.6
0.93333333

3

B 20 12 0.6
0.88421052

6

C 8 11 1.375
0.83928571

4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 3.79342105 2 1.89671053
2.13627895

2 0.13323857 3.26741656

グループ内 31.075 35 0.88785714

合計 34.8684211 37

問題A　問
７

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 11 1.1
0.98888888
9

B 20 28 1.4
0.67368421
1

C 8 11 1.375
0.55357142
9

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.63552632 2 0.31776316
0.43486649
2 0.65080107 3.26741656

グループ内 25.575 35 0.73071429

合計 26.2105263 37

問題A　問
８

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 13 1.3 0.9

B 20 33 1.65 0.45

C 8 14 1.75
0.21428571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.11315789 2 0.55657895
1.07329273
6 0.35286618 3.26741656

グループ内 18.15 35 0.51857143

合計 19.2631579 37

問題A　問
９

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 16 1.6 0.48888888
9

B 20 35 1.75
0.30263157
9

C 8 16 2 0

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.71842105 2 0.35921053
1.23865698
7 0.30216404 3.26741656

グループ内 10.15 35 0.29

合計 10.8684211 37

問題A　問
１０

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 8 0.8
0.62222222
2

B 20 22 1.1
1.04210526
3

C 8 11 1.375
0.83928571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.48815789 2 0.74407895
0.83270225
9 0.44330473 3.26741656

グループ内 31.275 35 0.89357143

合計 32.7631579 37

問題A  問６

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 9 0.9
0.98888888

9

B 20 19 0.95
0.99736842

1

C 8 10 1.25
1.07142857

1

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.65 2 0.325
0.32178217

8 0.72697764 3.26741656

グループ内 35.35 35 1.01

合計 36 37
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問題A　問
１１

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 10 1
0.88888888
9

B 20 31 1.55
0.47105263
2

C 8 15 1.875 0.125

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 3.64868421 2 1.82434211
3.58215841
1 0.03842838 3.26741656

グループ内 17.825 35 0.50928571

合計 21.4736842 37

問題A　問
１２

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 10 1
0.66666666
7

B 20 19 0.95
0.47105263
2

C 8 11 1.375
0.55357142
9

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.06973684 2 0.53486842 0.99444328 0.38014016 3.26741656

グループ内 18.825 35 0.53785714

合計 19.8947368 37

問題A　問
１３

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 10 1
1.11111111
1

B 20 13 0.65
0.87105263
2

C 8 10 1.25
1.07142857
1

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 2.29210526 2 1.14605263
1.17802766
8 0.31979605 3.26741656

グループ内 34.05 35 0.97285714

合計 36.3421053 37

問題A　問
１４

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 16 1.6 0.71111111
1

B 20 31 1.55
0.36578947
4

C 8 13 1.625
0.26785714
3

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.03815789 2 0.01907895
0.04385964
9 0.95714079 3.26741656

グループ内 15.225 35 0.435

合計 15.2631579 37

問題A　問
１５

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 14 1.4
0.48888888
9

B 20 28 1.4
0.77894736
8

C 8 13 1.625
0.55357142
9

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.31973684 2 0.15986842
0.24248731
3 0.78598099 3.26741656

グループ内 23.075 35 0.65928571

合計 23.3947368 37

問題A　問
１６

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 10 1
0.66666666
7

B 20 11 0.55
0.57631578
9

C 8 7 0.875
0.41071428
6

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.54342105 2 0.77171053
1.36241454
8 0.26928574 3.26741656

グループ内 19.825 35 0.56642857

合計 21.3684211 37

問題A　問
１７

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 15 1.5 0.5

B 20 35 1.75
0.30263157
9

C 8 15 1.875 0.125

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.69078947 2 0.34539474
1.08663512
7 0.34845951 3.26741656

グループ内 11.125 35 0.31785714

合計 11.8157895 37

問題A　問
１８

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 13 1.3
0.67777777
8

B 20 33 1.65 0.45

C 8 8 1
0.85714285
7

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 2.61315789 2 1.30657895
2.21454058
9 0.12427944 3.26741656

グループ内 20.65 35 0.59

合計 23.2631579 37
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問題A　問
１９

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 7 0.7
0.67777777
8

B 20 12 0.6
0.67368421
1

C 8 12 1.5
0.57142857
1

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 4.81052632 2 2.40526316
3.67616639
9 0.03554982 3.26741656

グループ内 22.9 35 0.65428571

合計 27.7105263 37

問題A　問
２０

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 9 0.9
0.32222222
2

B 20 24 1.2
0.69473684
2

C 8 8 1
0.57142857
1

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.66315789 2 0.33157895
0.57737627
7 0.56662586 3.26741656

グループ内 20.1 35 0.57428571

合計 20.7631579 37

問題A　問
２１

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 16 1.6
0.48888888
9

B 20 29 1.45
0.68157894
7

C 8 15 1.875 0.125

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.03815789 2 0.51907895
0.99685943
3 0.37927212 3.26741656

グループ内 18.225 35 0.52071429

合計 19.2631579 37

問題B　問
１

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 10 1
1.11111111
1

B 20 12 0.6
0.88421052
6

C 8 4 0.5
0.85714285
7

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.41052632 2 0.70526316
0.75256739
4 0.47862628 3.26741656

グループ内 32.8 35 0.93714286

合計 34.2105263 37

問題B　問
２

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 16 1.6
0.71111111
1

B 20 36 1.8
0.27368421
1

C 8 16 2 0

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.71578947 2 0.35789474
1.07985480
9 0.35069157 3.26741656

グループ内 11.6 35 0.33142857

合計 12.3157895 37

問題B　問
３

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 17 1.7
0.45555555
6

B 20 38 1.9 0.2

C 8 16 2 0

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.44210526 2 0.22105263
0.97934710
2 0.38561148 3.26741656

グループ内 7.9 35 0.22571429

合計 8.34210526 37

問題B　問
４

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 16 1.6
0.71111111
1

B 20 32 1.6
0.67368421
1

C 8 12 1.5
0.85714285
7

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.06315789 2 0.03157895
0.04385964
9 0.95714079 3.26741656

グループ内 25.2 35 0.72

合計 25.2631579 37

問題B　問
５

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 9 0.9
0.76666666
7

B 20 21 1.05
0.89210526
3

C 8 8 1
1.14285714
3

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.15 2 0.075
0.08241758
2 0.92106551 3.26741656

グループ内 31.85 35 0.91

合計 32 37
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問題B　問
６

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 11 1.1
0.54444444
4

B 20 32 1.6
0.35789473
7

C 8 12 1.5
0.57142857
1

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.69473684 2 0.84736842
1.88903788
1 0.16631496 3.26741656

グループ内 15.7 35 0.44857143

合計 17.3947368 37

問題B　問
７

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 14 1.4
0.26666666
7

B 20 27 1.35 0.45

C 8 10 1.25 0.5

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.10263158 2 0.05131579 0.1242943 0.88350796 3.26741656

グループ内 14.45 35 0.41285714

合計 14.5526316 37

問題B　問
８

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 20 2 0

B 20 37 1.85
0.23947368
4

C 8 16 2 0

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.21315789 2 0.10657895
0.81983805
7 0.44878396 3.26741656

グループ内 4.55 35 0.13

合計 4.76315789 37

問題B　問
９

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 12 1.2
0.84444444
4

B 20 22 1.1
0.83157894
7

C 8 9 1.125
0.98214285
7

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.06710526 2 0.03355263
0.03878916
9 0.96199479 3.26741656

グループ内 30.275 35 0.865

合計 30.3421053 37

問題B　問
１０

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 7 0.7
0.67777777
8

B 20 20 1
0.94736842
1

C 8 6 0.75
0.78571428
6

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.74210526 2 0.37105263
0.43874466
6 0.64834327 3.26741656

グループ内 29.6 35 0.84571429

合計 30.3421053 37

問題B　問
１１

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 16 1.6
0.26666666
7

B 20 31 1.55
0.36578947
4

C 8 14 1.75
0.21428571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.22894737 2 0.11447368
0.36926994
9 0.69389967 3.26741656

グループ内 10.85 35 0.31

合計 11.0789474 37

問題B　問
題１２

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 13 1.3
0.67777777
8

B 20 22 1.1
0.83157894
7

C 8 12 1.5
0.85714285
7

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.96842105 2 0.48421053 0.60743256 0.55038998 3.26741656

グループ内 27.9 35 0.79714286

合計 28.8684211 37

問題B　問
１３

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 18 1.8
0.17777777
8

B 20 35 1.75
0.19736842
1

C 8 12 1.5
0.57142857
1

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.46578947 2 0.23289474 0.87179848 0.4270823 3.26741656

グループ内 9.35 35 0.26714286

合計 9.81578947 37
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問題B　問
１４

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 13 1.3
0.67777777
8

B 20 32 1.6
0.56842105
3

C 8 11 1.375
0.83928571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.69868421 2 0.34934211
0.53685943
7 0.58931804 3.26741656

グループ内 22.775 35 0.65071429

合計 23.4736842 37

問題B　問
１５

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 14 1.4
0.48888888
9

B 20 24 1.2
0.37894736
8

C 8 5 0.625
0.55357142
9

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 2.86710526 2 1.43355263
3.24228381
9 0.05107117 3.26741656

グループ内 15.475 35 0.44214286

合計 18.3421053 37

問題B　問
１６

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 15 1.5
0.72222222
2

B 20 25 1.25
0.82894736
8

C 8 13 1.625
0.55357142
9

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.95394737 2 0.47697368
0.63900780
7 0.53386213 3.26741656

グループ内 26.125 35 0.74642857

合計 27.0789474 37

問題B　問
１７

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 10 1
0.88888888
9

B 20 24 1.2
0.69473684
2

C 8 7 0.875
0.41071428
6

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.68815789 2 0.34407895
0.50021861
5 0.61066736 3.26741656

グループ内 24.075 35 0.68785714

合計 24.7631579 37

問題B　問
１８

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 12 1.2
0.62222222
2

B 20 28 1.4
0.46315789
5

C 8 14 1.75
0.21428571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.36315789 2 0.68157895
1.50033101
6 0.23705298 3.26741656

グループ内 15.9 35 0.45428571

合計 17.2631579 37

問題B　問
１９

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 13 1.3
0.23333333
3

B 20 23 1.15
0.34473684
2

C 8 11 1.375
0.26785714
3

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.34342105 2 0.17171053
0.57100887
6 0.57012996 3.26741656

グループ内 10.525 35 0.30071429

合計 10.8684211 37

問題B　問
２０

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 14 1.4
0.26666666
7

B 20 25 1.25
0.40789473
7

C 8 9 1.125
0.69642857
1

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.34342105 2 0.17171053
0.39999124
3 0.67335103 3.26741656

グループ内 15.025 35 0.42928571

合計 15.3684211 37

問題B　問
２１

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 12 1.2
0.62222222
2

B 20 24 1.2
0.48421052
6

C 8 11 1.375
0.26785714
3

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 0.19342105 2 0.09671053 0.20299061 0.8172401 3.26741656

グループ内 16.675 35 0.47642857

合計 16.8684211 37
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　小問ごとの平均点の分散分析の結果、各小問
のグループごとの平均点のほとんどに有意差が
認められなかった。問題Aは全20問中（問１は
除く）15問のP値が、問題Bは全21問中20問
のP値が0.15より大きくなった。これらの小問
に関してはグループごとの平均点の有意差は認
められない。有意差が認められたのは、問題A
では問４の0.011で5％水準、問５の0.133で15
％水準、問11の0.038で5％水準、問18の0.124
で15％水準、問19の0.035で5％水準であった。
問題Bでは、問15の0.051で10％水準であった。
問題Aの問４は音の長短を問う小問であった
が、Aグループの平均点１、Bグループの平均
点0.85、Cグループの平均点2となり、Cグルー
プが最も高い点数をとった。 問５は音の強弱を
問う小問であったが、Aグループの平均点0.6、
Bグループの平均点 0.6、Cグループの平均点
1.375 となりCグループが最も高い点数をとっ
た。問11はテンポを問う小問であったが、Aグ
ループの平均点1、Bグループの平均点1.55、C
グループの平均点1.875となり、Cグループが最
も高い点数をとった。問18は和声を問う小問で
あったが、Aグループの平均点1.3、Bグループ
の平均点1.65、Cグループの平均点1となり、B
グループが最も高い点数をとった。問19は和声
を問う小問であったが、A グループの平均点
0.7、Bグループの平均点0.6、Cグループの平均
点1.5となり、Cグループが最も高い点数をとっ
た。問題Bの問15は拍子を問う小問であった
が、Aグループの平均点1.4、Bグループの平均
点1.2、Cグループの平均点0.625となり、Aグ
ループが最も高い点数をとった。　平均点の有
意差が認められた小問に関して、問題Aの問
18、問題Bの問15をのぞき、Cグループすなわ
ち、絶対音感保持者が最も高い点数をとったと
言える。これらは、たとえば問題Aの問４のよ
うに楽譜上のスタッカートとスラーの微妙な違
いを見分ける小問や、問11のようにテンポの変
化を楽譜上の記号によって見分ける小問、問19
のように楽譜上の和声の微妙な違いを見分ける
ようなものであった。このように、楽譜上のわ
ずかな違いを見分けるような小問では、絶対音
感保持者が高い得点をとると言うことがわかっ
た。
　ここで考えられるのは、絶対音感を持ってい

る人は、持っていない人より楽譜経験が多いの
ではないかということである。つまり、楽譜を
読んだり、書いたりというような楽譜と接する
機会が多いので、楽譜のさまざまな知識（記号
の意味など）をたくさん持っているのではない
かと考えられる。

④旋律、和声、リズムのカテゴリー別のグルー
プによる平均点の差を見るための分散分析

問題A　旋律
（問２ー問１０）

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 94 9.4
8.04444444
4

B 20 216 10.8
10.3789473
7

C 8 113 14.125
3.26785714
3

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 103.867105 2 51.9335526
6.21480243
5 0.00490145 3.26741656

グループ内 292.475 35 8.35642857

合計 396.342105 37

問題A　リズム
（問１１ー問１７）

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 85 8.5
10.9444444
4

B 20 168 8.4
4.56842105
3

C 8 84 10.5
4.28571428
6

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 27.0421053 2 13.5210526
2.19803456
6 0.12611455 3.26741656

グループ内 215.3 35 6.15142857

合計 242.342105 37

問題A　和声　
（問１８ー問２１）

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 45 4.5
3.61111111
1

B 20 98 4.9
3.46315789
5

C 8 43 5.375
2.83928571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 3.40394737 2
1.7019736
8

0.50407513
4 0.60838229 3.26741656

グループ内 118.175 35
3.3764285
7

合計 121.578947 37
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問題B　旋律
（問１ー問１０）

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 132 13.2
6.62222222
2

B 20 277 13.85
8.13421052
6

C 8 109 13.625
16.2678571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 2.81710526 2 1.40855263
0.15029141
7 0.86100951 3.26741656

グループ内 328.025 35 9.37214286

合計 330.842105 37

問題B　リズム
（問１１ー問１７）

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 99 9.9 2.1

B 20 193 9.65
5.60789473
7

C 8 74 9.25
8.21428571
4

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 1.89210526 2 0.94605263
0.18098847
8 0.83522096 3.26741656

グループ内 182.95 35 5.22714286

合計 184.842105 37

問題B　 和声
（問１８ー問２１）

概要

グループ 標本数 合計 平均 分散

A 10 51 5.1
3.43333333
3

B 20 100 5
3.05263157
9

C 8 45 5.625
2.83928571
4

分散分析表

変動要因 変動
自由
度 分散

観測された
分散比 P-値 F 境界値

グループ間 2.27763158 2 1.13881579
0.36643118
9 0.69583162 3.26741656

グループ内 108.775 35 3.10785714

合計 111.052632 37

　旋律、リズム、和声のカテゴリー別の平均点
の差を見る分散分析の結果、問題Aの旋律に関
する小問（問２～問10）のグループごとの平均
点のP値は0.004となり、各グループに明らかに
有意差が認められた。Aグループの平均点9.4 、
Bグループの平均点 10.8 、Cグループの平均点
14.125なので、旋律に関する小問に関してはC
グループが最も高い得点をとったと言える。 リ
ズムに関する小問（問11～問17）の平均点のP
値は0.126となり、15％水準で有意差が認めら
れた。Aグループの平均点8.5、 Bグループの平

均点 8.4 、Cグループの平均点 10.5なので、15
％水準なら、Cグループがリズムに関する小問
で最も高い点数をとったと言える。 和声に関す
る小問（問18～問21）の平均点のP値は0.608
となり、有意差が認められなかった。つまり、
和声に関する小問に関して各グループの平均点
に差はなかったと言える。
　問題Bの旋律に関する小問（問２～問10）の
平均点のP値は0.861、リズムに関する小問（問
11～問17）の平均点のP値は0.835、和声に関す
る小問（問18～問21）の平均点のP値は0.695
となり、いずれも有意差が認められなかった。
　問題Aに関しては、旋律やリズムのような小
問で絶対音感保持者が最も高い点数をとったと
言える。問題Aでは、和声はともかく、旋律や
リズムに関する小問に音感による差がでたの
に、問題Bでは、和声だけでなく、旋律やリズ
ムに関する小問にも音感による差がでなかっ
た。③の分析でも明らかになったように、問題
Aのような音楽を聴いて楽譜を選ぶ問題では、
楽譜の音楽的要素をとらえる際に目で情報を処
理する能力を要するので、楽譜の知識量の違
い、強いては音感のよる違いが明らかに出る。
しかし、問題Bのような楽譜から音楽を選ぶ問
題では、耳で情報を処理する能力を要するので
楽譜の知識量や音感による差が出にくかったと
考えられる。この結果は②の分析結果とも通じ
る。つまり、問題Aはこのグループ分けが有効
な問題であったが、問題Bはこのグループ分け
が有効でない問題であったと言える。

　
第３節　仮説の検証
　第１仮説　旋律から音楽的イメージを形成す
るのではないか。
　④の分析結果から、問題Aのような音楽のイ
メージから楽譜を再現する問題では、音感によ
る差が旋律に関して最も明らかにでることがわ
かった。絶対音感保持者は他の音感保持者より
高い点数をとった。つまり、音楽から楽譜を再
現することに関して、旋律的イメージが最も音
感によって異なる。これは、旋律的イメージが
最も音楽的イメージの決め手になることを示し
ている。
　問題Bのような楽譜から音楽をイメージする
問題では、旋律、リズム、和声のいずれにも音
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感による差がでなかった。しかし、②や③の分
析結果でもあきらかになったように、問題Aの
ような音楽を聴いて楽譜を選ぶ問題では、楽譜
の知識量の違いや音感のよる違いが明らかに出
るため、このグループ分けが有効な問題である
が、問題Bのような楽譜から音楽を選ぶ問題で
は、楽譜の知識量や音感による差が出にくいた
め、このグループ分けが有効でない問題であっ
たからだと考えられる。
　これらより、音楽からその楽譜を再現するこ
とに関しては、第１仮説は立証されたといえ
る。
　
　第２仮説　旋律に感じる和声やリズムのイ
メージは、スキーマのあるなしで個人差がある
のではないか。
　④の分析結果から、リズムに関しては、問題
Bでは各グループの平均点に有意差が認められ
なかったが、問題Aでは15％水準で有意差が認
められた。つまり、問題Bのような楽譜から音
楽をイメージする問題に関しては、楽譜の知識
量の違いや音感の違いというようなスキーマの
あるなしによる差が表れないが、問題Aのよう
な音楽のイメージから楽譜を再現する問題に関
しては、楽譜の知識量などのスキーマを多く持
つものが、持たない者より有利である。　　
　和声に関しては、④の分析結果では、問題A
にも問題Bにも各グループの平均点に有意差が
認められなかった。しかし、③の分析結果では、
和声を問う小問である問題Aの問18に 15％水
準で有意差が見られ、Bグループすなわち、相
対音感保持者が最も高い点数をとった。問題A
の問18は、楽譜の知識より、微妙な和声の感じ
を演奏から聴きとることを要したものと考えら
れる。だから、音楽をまとまった表現としてみ
ることのできる相対音感保持者が他の音感保持
者より高い点数をとることができたのであろ
う。このように、和声に関しても問題Aのよう
な音楽からその楽譜を再現する問題に関して
は、スキーマのある者の方がない者より有利で
ある。
　これらより、音楽からその楽譜を再現するこ
とに関しては、第２仮説も立証されたといえ
る。

　第３仮説　読譜力や演奏技術が発達するには
多くのスキーマが必要なのではないか。
　問題Bのような楽譜から音楽をイメージする
問題に関しては、スキーマのあるなしによる個
人差が見られないが、問題Aのような音楽のイ
メージから楽譜を再現する問題に関しては、多
くのスキーマのある者の方がない者より正確に
読譜していることがわかった。だから、より正
確に読譜できるようになるためには、多くのス
キーマを持つことが必要なのである。もし、よ
り正確に読譜できれば、それを演奏で表すこと
も可能であるので、演奏技術も発達する。だか
ら、より正確に演奏できるようになるために
も、多くのスキーマを持つことが必要なのであ
る。以上より、楽譜から音楽をイメージするこ
とに関しては必ずしも多くのスキーマが必要で
あるとはいえないが、音楽から楽譜を再現する
ことに関しては、多くのスキーマが必要である
といえる。
　これらより、音楽からその楽譜を再現するこ
とに関しては、第３仮説も立証されたといえ
る。

　
　第四章　まとめと今後の課題
第１節　まとめ
　音感の違いを例に挙げて実験を行うことで、
演奏者が楽譜から何を読んでいるか、また、音
楽的イメージがいかにして持たれているか探っ
てきた。その結果、楽譜から音楽をイメージす
ることに関しては、旋律、リズム、和声のいず
れにも音感による差がでなかった。
　しかし、音楽から楽譜を再現することに関し
ては、音感による差が旋律やリズム、一部の和
声に表れた。特に旋律に顕著に表れ、旋律から
音楽的イメージを形成することが明らかになっ
た。旋律に感じるリズムや一部の和声のイメー
ジにも差が表れたが、これは、楽譜上の記号を
知っているかどうかや、楽譜の微妙な違いを見
分けられるかというようなスキーマのあるなし
が表れたものと考えられる。平均点の差がでた
小問は、ほとんど絶対音感保持者グループが最
も高得点であった。それは、幼い頃に音楽的な
教育を受けたと推測される絶対音感保持者は、
楽譜上の知識のスキーマを多く持っているから
であろう。
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　１問だけ和声の問題で相対音感保持者グルー
プが最も高得点をとった。これは、楽譜上の知
識量などのスキーマを多く持っているかどうか
があまり重要でない小問であったと考えられ
る。それよりむしろ、音楽を聴いたときの微妙
な和声の感じをまとまりとして感じとれたかど
うかが重要であった。相対音感保持者は、この
ように音楽をまとまった表現としてみるための
スキーマを多く持っていると考えられる。
　いずれにしても、より正確に読譜できるよう
になるためには、多くのスキーマを持つことが
必要なのである。もし、より正確に読譜できれ
ば、それを演奏で表すことも可能であるので、
演奏技術も発達する。だから、より正確に演奏
できるようになるためにも、多くのスキーマを
持つことが必要なのである。以上より、楽譜か
ら音楽をイメージすることに関しては必ずしも
多くのスキーマが必要であるとはいえないが、
音楽から楽譜を再現することに関しては、多く
のスキーマが必要であるといえる。
　よって、読譜力や演奏技術が発達するには多
くのスキーマをもつことが必要である。
　
　第２節　今後の課題
　読譜力や演奏技術が発達するには多くのス
キーマが必要であることがわかったが、多くの
スキーマを持つためには、豊富な音楽経験をす
るべきであろう。たとえば、絶対音感保持者が
多く持っている楽譜の知識に関するスキーマを
持つためには、楽譜上の知識を勉強することが
有効である。しかし、相対音感保持者が多く
持っている音楽をまとまった表現としてみるた
めのスキーマを持つためには、音楽そのものを
聴いたり、演奏したりということが、必要であ
ると考えられる。音楽教育でも楽譜の知識をた
だ詰め込むのではなく、音楽そのものを理解さ
せるという観点に立たなければならない。
　今回の実験では、音楽から楽譜を再現するこ
とに関しては、音感の違いによる差が表れた
が、楽譜から音楽をイメージすることに関して
は、音感の違いによる差があまり表れなかっ
た。実験問題自体が音感による差がでにくく、
音感で分類するのに適当でないものであったの
だろう。しかしながら実験問題の検討、他の分
類によっては、楽譜から音楽をイメージするこ

ともスキーマのあるなしで異なってくるかもし
れない。今後の課題にしたいと思う。
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【使用楽曲】
問題A
問１：ちょうちょう　ドイツ民謡
問２：楽しき農夫　シューマン
問３：ソナタ　Hob.XⅤⅠ：37　ハイドン
問４：ソナタ　op.49.Nr.1　ベートーベン
問５：ソナチネ　op.36.Nr.3　クレメンティ
問６：ソナタ　K.V.545　モーツァルト
問７：ソナチネ　op.36.Nr.3　クレメンティ
問８：１９８０年度ヤマハピアノ演奏グレード４級初見演奏６番
問９：ホームスイートホーム　ビショプ
問１０：ソナタ　Hob.XⅤⅠ：35　ハイドン
問１１：ソナタ　op.49.Nr.1　ベートーベン
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問１２：ロンド　op.20.Nr.1　クーラウ
問１３：素直な心　ブルグミュラー
問１４：コールユーブンゲン　第１巻NO.43.c　ヴェンネル
問１５：あわてんぼうのサンタクロース　小林亜星
問１６：バイエル１６番　バイエル
問１７：楽しいお祭り　エステン
問１８：きらきら星　フランス民謡
問１９：HARMONIELEHRE p.60より  MICHAEL DACHS
問２０：HARMONIELEHRE p.81 より  MICHAEL DACHS
問２１：HARMONIELEHRE p.81より   MICHAEL DACHS

問題B
問１：思い出のアルバム　本多鉄磨
問２：見上げてごらん夜の星を　いずみたく
問３：１９８３年カワイピアノグレード４級　演奏グレード　伴奏づけ
３番
問４：１９８３年カワイピアノグレード４級　指導グレード　初見奏７
番
問５：１９８０年度ヤマハピアノ演奏グレード５級初見演奏１２番
問６：ジプシー　ブルグミュラー
問７：ソナチネop.88.Nr.1　クーラウ
問８：１９８０年度ヤマハピアノ演奏グレード５級初見演奏１３番
問９：１９８３年カワイピアノグレード３級　演奏グレード　伴奏づけ
５番
問１０：１９８３年カワイピアノグレード３級　指導グレード　初見奏
３番
問１１：家路につく牧童　ブルグミュラー
問１２：陽気な少女　ブルグミュラー
問１３：１９８０年度ヤマハピアノ演奏グレード４級初見演奏１１番
問１４：ソナチネop.88.Nr.1　クーラウ
問１５：１９８３年カワイピアノグレード３級　指導グレード　初見奏
４番
問１６：１９８０年度ヤマハピアノ演奏グレード５級初見演奏６番
問１７：こじかのバンビ　平岡照章
問１８：著者作曲
問１９：HARMONIELEHRE p.71より  MICHAEL DACHS
問２０：HARMONIELEHRE p.97より  MICHAEL DACHS
問２１：HARMONIELEHRE p.134より  MICHAEL DACHS

おわりに

　大学生活での音楽とのかかわりは大きなもの
でした。習っていたピアノを中学時代にやめて
からは、テレビで歌謡曲を聴く程度で、音楽活
動と呼べるような音楽活動とはほとんど無縁で
した。そんな私が音楽を専門に勉強することに
なって、苦労することもありましたが、音楽を
新たな面から見ることができました。
　以前ピアノを習っていたときには、楽譜に示
された一個一個の音をたどる程度で、音楽をま
とまったものとして見ることはありませんでし
た。それが、音楽は人間の感情を表したもので、
まとまった表現であることを知り、なぜこの音
がここにあるのかというような音と音との関係
を理解することが重要であることがわかってき
ました。
　読譜力の習得は、音楽を理解したり、演奏し
たりするための助けでありながら、重要なポイ
ントでした。演奏者が楽譜から何を見ているの
か、音楽的イメージはいかにして持たれている
のかということは、難しいけれども、とても興
味深いことでした。今回はこのことをテーマに
実験研究を行うことができ、うれしく思いま
す。
　今回の実験研究にあたっては多くの方々の協
力をいただきました。芸術系音楽コースの学生
の方々をはじめ、吹奏楽部やバドミントン部の
部員の方々、その他の多くの被験者の方々に
は、貴重なデータを提供していただきました。
また、本学の草野先生には貴重なご意見やご協
力をいただきました。そして、同ゼミの青井さ
ん、来嶋さん、佐藤さん、丸中さん、橋本さん、
桑名さん、洲脇さん、藤田さんには激励してい
ただいたり、ご意見、ご協力をいただきました。
このようなご協力なしでは、今回の実験研究は
成し得なかったと思います。本当にありがとう
ございました。
　最後になりましたが、本研究のために、惜し
みないご指導、ご助言をくださった鈴木寛先生
に心より感謝いたします。ありがとうございま
した。

１９９６年　１月２２日　　　藤本　真規子


